
 

       会 議 録 

［所管課 水谷公民館］  

会議の名称 令和３年度第１回水谷地区公民館運営審議会 

開催日時 令和３年４月８日（木）午前１０時～午後０時１５分 

開催場所 水谷公民館 会議室 

出席者 

（委員） 戸賀沢隆士委員  小森和雄委員 

三枝晴子委員  （上堀護委員 欠席） 

（事務局）江口館長 寳田主査 柳瀬主事 

会議次第 

 

1 報告事項 

(1)緊急事態宣言解除に伴う施設の利用について 

(2)学級講座等開催事業等に関して 

(3)施設維持管理事業に関して 

(4)「富士見の公民館（令和２年度事業記録）」について 

(5)その他 

 

2 協議事項 

(1)今年度の協議内容について 

・水谷公民館の学校支援ボランティアセンター的な役割について 

 

3 その他 

 

会議資料 

・「11月 10日(火)以降における公の施設利用について」（市ＨＰ

より） 

・令和２年度新型コロナウイルスの影響により中止になった事業 

・令和２年度水谷公民館事業報告兼事業評価書 

・「公民館・交流センター公式 YouTubeチャンネル」（市ＨＰよ

り） 

会  議  内  容 

＊開会 

 

＊あいさつ（館長、水谷地区公民館運営審議会委員代表） 

 

 

1 報告事項 

（１）緊急事態宣言解除に伴う施設の利用について 

・事務局寳田から資料にもとづき、現在の施設利用について、利用にあたっての遵守

事項、各部屋の利用人数を通常定員のおおむね半分に制限していることなどを説

明。 

 委員：富士見市は他市に比べて感染者が多い。何か原因があるのか。 



 

 事務局：公民館、交流施設、学校でクラスターが発生しているということはないが、人

口比率で考えると高い。はっきりした原因は不明。 

 委員：廊下に消毒液と雑巾が用意されているが、使い捨てのペーパーがよい。 

 事務局：前向きに検討します。 

  

（２）学級講座等開催事業等に関して 

 ・事務局寳田から資料にもとづき、令和２年度に中止になった事業について説明。 

 ・事務局柳瀬、寳田から資料にもとづき、実施した事業について説明。 

委員：つぶやきカフェについて、知人がとても喜んでいた事業。 

事務局：包括支援センターが充実してきたこともあることから、ひとまず事業としては休

止することとした。 

委員：来館するためのバス便はどうなっているか。 

事務局：目の前にみずほ台駅からのバスの停留所がある。デマンドタクシーの制度もあ

る。徒歩、自転車等で来館できる方については、その方が健康のためにはよいとい

う考え方もある。シェアサイクルの実証実験も始まるようである。 

委員：百の会について、ニーズが二極化しているとあるが、「相談」とはどんな内容か。 

事務局：「相談」といっても、オレオレ詐欺の話であるとか、カギをかけないで出かけて

しまったとか、一人暮らしの生活で起こる堅苦しくない内容で、お茶飲み話のよう

なものである。 

委員：パソコン相談室にある「初めての方９人」とあるのは、のべの人数か。 

事務局：のべの人数ではなく、「まったく初めて来る方」が９人ということである。 

委員：予約制か。 

事務局：コロナの感染防止のため、人数が多くなり過ぎないように、今年度は予約制で実

施している。 

委員：里山ボランティアについて、人数が少ないが、認知度が高まれば人数が増えるので

はないか。 

事務局：落ち葉掃きなど清掃作業的な内容になってしまっていることもあるかと思う。支

援事業であるので、生態系保護協会のサポートをしていく。事業展開の仕方につい

て検討が必要だと考えています。 

委員：あの場所が「里山」なのかということもある。 

委員：サークル活動応援発表会について、「動画作成のノウハウの習得」が課題として挙

げられているが、職員ではなく、地域にそうしたことを得意とする人材がいるので

はないか。 

事務局：ビデオクラブさんへの委託も検討したが、予算がないため実現しなかった。 

事務局：公民館として、YouTubeの活用ということもあるので、職員のノウハウの向上

も必要であると考えている。 

事務局：令和３年度の子育て学習支援事業についてご意見をいただきたい。 

委員：親子フレンドパークについて、「気負わず参加でき、『ホッと楽しんでいる』と参加

者から好評」ということなので、参加者の数が少なかったとしても、こうした場を

必要としている方はいる。継続していくことで成果が出てくると思う。こうした環

境をつくっていく、整えていくということが大切。 

委員：知り合いに誘われて参加するのはよいが、まったく何もなく参加するのは勇気がい

ると思う。 

事務局：ステップアップ講座をきっかけにフレンドパークに参加してくる方もいる。お母

さん同士のつながりが出来ればよい。 

 



 

（３）施設維持管理事業に関して 

  ・事務局寳田から資料にもとづき、令和２年度の修繕内容、１階ロビーの展示、館内BGM

等について説明。 

 

（４）「富士見の公民館（令和２年度事業記録）」について 

・事務局寳田から、「令和２年度水谷公民館事業報告兼事業評価書」に意見の記入を依

頼。 

 

（５）その他 

 ・事務局柳瀬から、「公民館・交流センター公式 YouTube チャンネル」について説明

後、南畑公民館（施設紹介）の動画を視聴。 

 

 

2 協議事項 

（１）今年度の協議内容について 

 ・水谷公民館の学校支援ボランティアセンター的な役割について 

 

事務局：コロナ禍にあり、難しい状況にはあるが、今年度も引き続きこのテーマで協議

をしていただきたいと思うがいかがか。実際に狭山市で制度を活用されていた中

島先生(現在、勝瀬中校長)にお話を伺ったり、また、受け入れてもらえるようであ

れば、再度、狭山市に視察に行くことも考えられる。 

 委員：中島先生が異動してしまったので、協議のテーマを変えた方がいいのではない

か。 

 事務局：前期の地区公運審が、この地域で実施できるかという協議を進めてきたものな

ので、継続して考えていきたい。中島先生には、アドバイザーとして協力もして

いただけると思う。 

 

 

３ その他 

事務局：全体の公運審を５月に開催する予定。「コロナ禍における新しい生活様式」をテー

マにする予定。 

 

＊閉会 

 

 


